
前期と後期の期末試験終了後に成績が確定したら、修得した成績を記した「成績通知書」を保護者宛に送付します。
成績評価、出席状況についてご家族で確認のうえ、単位の修得状況の把握をお願いします。
■科目について
・科目の種類
○教養基礎科目：大学教育の基本となる科目です。主に 1～ 2年次に修得し、専門教育科目を学ぶための基礎を学びます。
○専門教育科目：各学科ごとに異なる専門分野の科目です。主に 2年次より始まります。
○教職に関する科目：教員免許を取得希望の学生が取得する科目です。
　　　　　　　　  　 卒業単位数には含まれまれないため、教員免許取得を希望する学生はかなりの学修が必要となります。

■成績・出席評価について
成績評価については下表のとおり分類されています。

【成績評価について】

区分 評価内容評価 GP

4.0

3.0

2.0

1.0

S

A

B

C

―

―

―

0.0

D

合格と認められる最低限の成績を表す（Satisfactory）

妥当と認められる成績を表す（Good）

優れた成績を表す（Very Good）

特に優れた成績を表す（Excellent）

再試験受験可能

合格と認められる最低限の成績に達していないことを表す（Failure）

履修を中止した科目を表す

認定された科目を表す

保留

不合格

履修中止

認定

E

W

R

合格

※GP は成績評価を点数に置き換えたものです。特待生

判定等に利用されます。「R」と「W」評価はGPの対象に

はなりません。

※成績評価「D」は、その時点で最終評価が確定していな

い再試験対象者です。再試験の結果、合格「C」、不合格「E」

のいずれかとなります。

※「＊」はその時点で未評価科目です。通年科目または学

期末付近での集中講義など何らかの事情で成績評価が

出来ていない科目です。

科目の区分
「必　修」・・・・必修科目
　　　　　　＊卒業までに修得必須な科目です。
「コ選必」・・・・コース選択必修科目
　　　　　　＊コースごとに異なります。
「コ必修」・・・・コース必修科目
　　　　　　＊コースごとに異なります。
「選　択」・・・・選択科目
　　　　　　＊自由に選ぶ科目です。
「他学科」・・・・他学部・他学科の科目で履修した科目です。
「選　必」・・・・経営経済学科のみ
　
※卒業するまでにどの区分の科目が何単位必要かは所属
　学科、コースなどにより異なります。　　

「卒業要件に含まない科目」について
基礎学力講座・国語／数学は 3年次終了までに「R」認定
（合格）をもらわなければ 4年次からの必修科目である卒
業研究／ゼミナールⅣに着手できず卒業研究・論文に取
りかかることが出来ません。

「取得単位数」
（上段）卒業するために最低限必要な単位数です。（他学科
除く）
（下段）現在修得済みの単位数です。
卒業までに上段に対して不足がないよう修得しなければ
なりません。

「学年別修得単位数・GPA評価」について
（単位）各学年での単位修得状況です。
（GPA) 成績評価を点数に置き換え、平均した数
値で、最高は「4.0」です。
GPAが低いと特待生継続審査に影響します。
（目安）各学年修了時の望ましい修得単位数です。

（上段）
（下段）

本学では講義時に出席を取っています。欠席回数が講義回数の 3分の 1を超えると期末試験の受験資格がなくなり、単位修得不
可となります。また、やむを得ない理由（病気等）による欠席の補填（認定出席）と欠席回数が合わせて講義回数の２分の１を
超えても単位修得不可となります。まずは講義に出席することが第一です。

【出席評価について】　出席状況に応じて 5段階で評価を表しています。

評価 出席率（％） 出席回数目安
（15回授業の場合）

13 ～ 15 回

10 ～ 12 回

６～９回

３～５回

0～ 2回

D

A

B

C

85％以上

85％未満～ 64％以上

64％未満～ 35％以上

35％未満～ 14％以上

14％未満E
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